
静岡県における流域下水道による汚水処理の推進（防災・安全）
平成23年度 ～ 平成27年度  （５年間） 　　静岡県

（H22当初） （H24末） （H27末）
① 　耐震補強が必要な処理場施設のうち耐震補強された施設の割合

　　　耐震化率（％）＝
　　　計画期間内に耐震化が完了した施設数　/　耐震化が必要な対象施設数

② 　処理場に係る施設及び設備の改築更新された割合
　　　改築更新率（％）＝

　　　改築更新完了数　/　計画期間内改築更新対象施設及び設備数

静岡県社会資本整備重点計画における位置づけ
第２期（H20～H24） 第３期（H25～H29）

②資源の循環利用の推進

事　後　評　価
１．交付対象事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入）　　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））

Ａ1　下水道事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27
　西遠流域下水道西遠処理区

1-A1-2 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚水 管渠改築 浜松市 1,300 ○
1-A1-4 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 水処理 水処理施設改築 浜松市 2,409 ○
1-A1-6 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚泥処理 汚泥処理施設改築 浜松市 2,310 ○
1-A1-7 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚水・処理場 長寿命化検討 浜松市 140 ○

浜名中継ポンプ場設備更新工事　１式ほか（改築更新、地震対策）

事業
者 （延長・面積等）

機械濃縮設備更新工事、汚泥濃縮棟耐震補強工事１式ほか（改築更新、地震対策）

省略
工種

水処理１系設備更新工事、水処理１系耐震補強工事１式ほか（改築更新、地震対策）

事業内容要素となる事業名

（事業箇所）

20.0%

Ｃ

指標名

交付対象事業

全体事業費
（百万円）

①79.4％
②下水汚泥リサイクル率

進捗
状況

②61％
指標名

②下水道処理人口普及率
①汚水処理人口普及率

目標値（H24）

市町村名

①77％

・４流域下水道の処理場に係る施設及び設備の改築更新率を０％（H22末）から100％（H27末）に増加

定量的指標の現況値及び目標値

（様式６） 社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

・県内処理区域内の生活環境の改善と公共用水域の水質保全に寄与している流域下水道施設の耐震化を図る。

最終目標値

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式
中間目標値

・日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす事故発生や機能停止を未然に防止するため施設及び設備の改築更新を図る。

当初現況値

・総合計画（静岡県策定）に基づき耐震補強を実施する処理場施設の耐震化率を20.0％（H22末）から46.7％（H27末）に増加

備考

①汚水処理人口普及率

目標名

Ａ

目標名

46.7%20.0%

－　%

良好な生活環境の確保

分野名
①活力・交流

12,699 百万円 0 百万円全体事業費 Ｂ

－　%

0%

分野名

100.0%

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

①豊かで活力あるまちづくり・緑と潤いのあるアメニティ空間の創出

0 百万円12,699 百万円

目標値（H29）
②98.0％

環境・景観

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
効果促進事業費の割合

西遠浄化センター及び中継ポンプ場長寿命化計画策定　１式（長寿命化検討） 

②環境・景観



　狩野川流域下水道東部処理区

1-A1-10 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 水処理 水処理施設改築 田方郡函南町ほか 1,050 ○
1-A1-11 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚泥処理 汚泥処理施設改築 田方郡函南町ほか 1,200 ○
1-A1-12 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚水・処理場 長寿命化検討 田方郡函南町ほか 80 ○
1-A1-32 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚水・処理場 総合地震対策 田方郡函南町ほか 100 ○
　狩野川流域下水道西部処理区

1-A1-15 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 水処理 水処理施設改築 1,290 ○
1-A1-16 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚泥処理 汚泥処理施設改築 1,370 ○
1-A1-29 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚水 管渠改築 100 100 100 50 ○
1-A1-30 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚水・処理場 長寿命化検討 110 ○
1-A1-33 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚水・処理場 総合地震対策 100 ○
　天竜川左岸流域下水道磐南処理区

1-A1-19 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 水処理 水処理施設改築 840 ○
1-A1-21 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚泥処理 汚泥処理施設改築 350 ○

合計 12,699
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計
Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計
※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。
　その他関連する事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26
西遠流域下水道西遠処理区
1-A1-1 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚水 浜松市 2,839 ○
1-A1-3 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 水処理 浜松市 7,583 ○
1-A1-5 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚泥処理 浜松市 317 ○
狩野川流域下水道東部処理区
1-A1-9 下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 水処理 700 ○
狩野川流域下水道西部処理区
1-A1-14下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 水処理 3,554 △ H30
1-A1-31下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚水 80 - 未実施
天竜川左岸流域下水道磐南処理区
1-A1-18下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 水理場 磐田市 1,270 ○
1-A1-20下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 汚泥処理 磐田市 250 ○
調査・検討
1-A1-28下水道 一般 静岡県 直接 静岡県 － 200 ○

合計 16,793

進捗
状況

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

要素となる事業名 事業内容
市町村名

進捗
状況

機械濃縮設備更新工事、汚泥濃縮棟建築設備更新工事１式ほか（改築更新）

下水道総合地震対策計画策定　１式（地震対策）

事業
者

番号

事業
者

省略
工種

要素となる事業名 事業内容
（事業箇所） （延長・面積等）

番号
事業
者

省略
工種

省略
工種

事業内容
（事業箇所） （延長・面積等）

（事業箇所） （延長・面積等）

下水道総合地震対策計画策定　１式（地震対策）

汚泥脱水機設備更新工事、汚泥処理棟耐震補強工事１式ほか（改築更新、地震対策）

水処理計装設備更新工事、水処理棟耐震補強工事１式ほか（改築更新、地震対策）

西部浄化センター及び管渠長寿命化計画策定　１式（長寿命化検討）

磐田市

重力濃縮設備更新工事、汚泥処理計装設備更新工事１式ほか（改築更新）

市町村名
事業実施期間（年度）要素となる事業名

沼津市ほか

沼津市ほか

進捗
状況

東部浄化センター及び管渠長寿命化計画策定　１式（長寿命化検討）

磐田市水処理設備更新工事、水処理棟耐震補強工事１式ほか（改築更新、地震対策）

沼津市ほか

沼津市ほか

水処理設備更新工事、沈砂池ポンプ棟耐震補強工事１式ほか（改築更新、地震対策）

夏梅木ポンプ場耐震補強工事１式ほか（地震対策）

沼津市ほか

全体事業費
（百万円）

市町村名

管渠整備
水処理施設整備

静岡市他

馬込幹線２条目工事（シールド工事等）１式ほか（未普及解消）

水処理棟4-1系工事(25,000m3)、4-2系工事（25,000m3）１式ほか(水質保全)

重力濃縮棟増設工事（φ12.5ｍ×4.0ｍ　１槽）１式ほか(資源循環)

水処理棟2-2系工事（13,500m3）１式ほか（水質保全）

水処理施設整備

汚泥脱水機設備増設工事　１式ほか（資源循環）

効率的な下水道計画検討等

沼津市他

汚泥処理施設整備

水処理施設整備 田方郡函南町他

沼津市他

水処理施設整備

水処理棟2-2系工事（27,000m3）１式ほか（水質保全）
放流管渠工事（シールド工事等）１式ほか（未普及解消）

水処理棟3-2系工事(11,000m3)　1式ほか(水質保全)
汚泥処理施設整備

調査・検討

管渠整備



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 46.7 ％
Ⅱ定量的指標の達成状況

最終実績値 32.3 ％

最終目標値 100 ％

最終実績値 100 ％

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の ・汚水を処理する過程で発生する下水汚泥について、年間約54,000t（平成27年度末実績）発生するが、その全てをセメントの材料及び堆肥にリサイク
ルし有効利用した。

・計画期間終了後も、社会資本整備総合交付金を用いて、流域関連市町と連携し、未普及区域の面整備促進及び計画的な処理施設の増設及び改築更新、施設の耐震化を実施し、さらなる生活環境
の改善と公共用水域の水質保全に努めていく。

指標①（耐震
補強が必要な
処理場施設の
うち耐震補強
された施設の
割合）

指標②（処理
場に係る施設
及び設備の改
築更新された
割合）

目標値と実績
値に差が出た

要因

　計画的な事業実施により目標値が達成された。
目標値と実績
値に差が出た

要因

　平成26年度に『下水道施設の耐震対策指針と解説』及び『下水道の地震対策マニュアル』が改定
となり、新指針に対応した設計の見直しをおこなったことにより、耐震補強工事の着手に遅れが生
じたため、目標値が達成できなかった。

・狩野川東部浄化センター、磐南浄化センターの水処理棟耐震補強工事により地震時においても、本来の機能を確保できる性能となり耐震化が図られ
た。
・各浄化センターの水処理及び汚泥処理の機械、電気設備について、計画的な改築更新をおこなったことにより、機能停止を未然に防止し、持続的な
下水道処理を確実に確保することが出来た。



計画の名称 静岡県における流域下水道による汚水処理の推進（防災・安全）

計画の期間 平成23年度　～　平成27年　（５年間） 静岡県交付対象

（様式６）　社会資本総合整備計画（参考図面）

西遠流域下水道

西遠処理区

1-A1-2,4,6,7

(1-A')

天竜川左岸流域下水道

磐南処理区

1-A1-19,21  

狩野川流域下水道

西部処理区

1-A1-15,16,29,30,33

狩野川流域下水道

東部処理区

1-A1-10,11,12,32

1-A’ 調査・検討（効率的な下水道計画検討等）


